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市議会だより
やちまたやちまたやちまたやちまた
市議会だより市議会だより

第 号214 平成30年（2018年）

〔11月１5日発行〕

9月定例会

「やちまた落花生まつり」
10月 14日（日）に約4000人が来場し

盛大に開催されました！！

きれいに殻を割ることが
上手に、早くむくポイントだよ！！

落花生を
早くむくコツは？
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一 般 質 問

市政を問う！
一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし
見解を求めるものです。
9月定例会の一般質問は、9月5日㈬、6日㈭、7日㈮の3日間に13名

の議員が質問しました。
（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）

市
営
住
宅
の
管
理

市
営
住
宅
は
、
建
設
か
ら
長

い
期
間
が
経
っ
て
い
ま
す
。老
朽

化
に
対
す
る
保
守
管
理
の
施
策
は
。

一
番
古
い
実
住
団
地
で
60

年
以
上
、
一
番
新
し
い
長
谷

団
地
で
も
建
設
か
ら
30
年
以
上
が
経
過

し
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

大
規
模
改
修
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
修

繕
依
頼
に
対
し
て
適
切
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

民
法
改
正
に
よ
り
国
土
交
通

省
は
、
公
営
住
宅
管
理
標
準
条

例
を
見
直
し
連
帯
保
証
人
を
不
要
と

す
る
通
知
を
し
て
い
ま
す
。連
帯
保
証

人
要
件
を
な
く
す
改
正
を
求
め
る
が
。

連
帯
保
証
人
の
確
保
が
困

難
な
方
が
い
る
こ
と
も
把
握

し
て
い
ま
す
の
で
、
近
隣
市
町
村
の
動

向
を
調
査
し
て
、
連
帯
保
証
人
に
関
す

る
対
応
を
検
討
し
た
い
。

太
陽
光
発
電
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

創
設
を
望
む

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
の

現
状
は
。

地
籍
調
査

本
市
の
地
籍
調
査
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

公
共
施
設
用
地
の
買
収
や

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
際

の
復
旧
に
向
け
て
、
重
要
な
事
業
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
地
籍
調
査

の
全
国
進
捗
率
は
、
平
成
29
年
度
末
時

点
で
52
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
ま

す
。
千
葉
県
内
で
は
15
パ
ー
セ
ン
ト
、本

市
で
は
未
実
施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
が
実
施
す
る
場
合
の

費
用
負
担
は
。

市
町
村
が
調
査
を
実
施

す
る
場
合
、
国
が
２
分
の

１
、
県
が
４
分
の
１
、
市
町
村
が
４
分

の
１
を
負
担
し
ま
す
。
市
負
担
分
は
、

特
別
交
付
税
措
置
が
あ
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
は
未
着
手
の
市

町
村
は
、
地
籍
調
査
の
効
果
を
知

ら
な
い
場
合
が
多
く
調
査
が
進
ん
で
い

な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
本
市
の
未
着

手
は
問
題
で
す
、
今
後
は
。

大
変
重
要
な
事
業
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

認
定
を
受
け
た
太
陽
光
発

電
設
備
が
合
計
で
２
千
３
３
３
件
あ

り
、既
に
稼
働
し
て
い
る
設
備
は
１
千

７
１
２
件
で
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
届
出
義

務
は
。

電
気
事
業
法
に
よ
る
規

制
が
あ
り
、
設
備
の
種
類
や

シ
ス
テ
ム
の
出
力
規
模
に
よ
っ
て
国

へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

防
災
上
の
懸
念
や
自
然
環
境
、

良
好
な
景
観
形
成
の
維
持
や
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
回
避
策
は
。

建
築
確
認
が
伴
う
場
合

は
都
市
計
画
法
、
農
地
を
転

用
す
る
場
合
は
農
地
法
、山
林
を
伐
採

す
る
場
合
は
森
林
法
の
許
可
等
が
必

要
で
す
。
窓
口
に
相
談
に
来
ら
れ
た
事

業
者
に
対
し
て
、
隣
接
土
地
所
有
者
や

近
隣
住
民
に
十
分
説
明
を
行
い
、理
解

を
得
る
よ
う
、お
願
い
し
て
い
ま
す
。

太
陽
光
施
設
の
適
正
な
設
置

の
手
続
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、条
例
の
創
設
を
望
む
。

適
切
な
設
置

に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
、
良
好
な
景

観
形
成
に
向
け
て
の
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

近
隣
自
治
体
を
参
考
に

検
討
し
ま
す
。

問

問問 問

問問 市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

問問問

公
明
党
　
川
上
　
雄
次
　

地
籍
調
査
と
市
営
住
宅
問
題
、

�

太
陽
光
発
電
設
備
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

代表
質問
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一 般 質 問

教
育
委
員
会
と
し
て
い
じ
め
問

題
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

い
じ
め
の
解
消
に
つ
い

て
は
年
度
を
ま
た
い
で

で
も
十
分
な
時
間
を
か
け
て
念
入
り
、

か
つ
、
確
実
に
確
認
で
き
る
よ
う
各
学

校
に
指
導
し
て
い
ま
す
。ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
相
談
も
で
き
る
よ
う
専
門

ス
タ
ッ
フ
も
含
め
他
市
の
状
況
を
伺
い

な
が
ら
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
は
。

既
に
教
職
員
の
努
力

に
よ
っ
て
の
時
間
の
減

少
に
は
限
界
が
来
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
加
配
教
員
、
支
援

員
等
の
配
置
に
よ
り
側
面
か
ら
教
員

を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、部
活
動
に
お
い
て
県
で
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
策
定
委
員
を
招
集
し
検
討

し
て
い
ま
す
。

教
職
現
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、セ

ク
ハ
ラ
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

各
学
校
に
お
い
て
モ
ラ
ル

ア
ッ
プ
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
現
在
、大
き
な
部
分
で
問
題

八
街
市
の
将
来
像

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス

整
備
は
。

住
野
十
字
路
に
お
い

て
渋
滞
対
策
等
整
備
を

進
め
る
事
と
な
っ
て
お
り
平
成
33
年

か
ら
平
成
35
年
に
か
け
て
の
開
通
を

県
が
公
表
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
劣
化
が
進
む
外
壁
改

修
を
求
め
る
。八街

市
教
育
施
設
長

寿
命
化
計
画
策
定
業
務

の
中
で
校
舎
等
の
外
壁
塗
装
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

バ
イ
パ
ス
に
絡
ん
で
県
道
が

市
に
移
管
さ
れ
る
が
遺
恨
を
残

さ
な
い
よ
う
に
。印

旛
土
木
事
務
所
と

旧
道
に
つ
い
て
の
協
議

を
し
て
い
ま
す
。
道
路
台
帳
、
管
理
上

の
図
面
、道
路
占
有
物
件
の
詳
細
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
、さ
ら
に
道
路
境
界

等
に
つ
い
て
も
関
係
図
面
等
の
引
き

継
ぎ
の
中
で
市
で
管
理
で
き
る
よ
う

移
管
に
向
け
進
め
て
い
き
ま
す
。

篤
な
傷
病
者
の
場
合
、
助
か
る
命
を
救

う
事
が
出
来
な
い
恐
れ
か
ら
千
葉
県

で
は
、具
合
が
悪
く
な
り
医
療
機
関
を

受
診
す
る
場
合
、
救
急
車
を
呼
ぶ
か

迷
わ
れ
た
時
に
相
談
で
き
る
救
急
安

心
電
話
相
談「
♯
７
０
０
９
」
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
当
市
に
お
い
て
も
適

正
利
用
を
消
防
組
合
と
連
携
を
諮
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
共
施
設
へ
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
等
、
救
急
車
適
正
利
用
の
促

進
の
た
め
、
救
急
安
心
電
話
相
談
事
業

等
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

適
応
障
害

適
応
障
害
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
内
保
育
所
へ
の
巡
回

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
側
か
ら
支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
幼
児
の
相
談
を
受
け「
遊
び
の

教
室
」
や「
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室
」

に
つ
な
げ
る
な
ど
連
携
も
図
っ
て
い

ま
す
。
健
康
診
査
後
に
発
達
が
心
配

と
判
断
さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
年
々
増

加
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
早
期
発

見
、早
期
支
援
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

に
な
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
治
会
加
入
促
進
は
。

加
入
促
進
対
策
と
し
て

広
報
紙
に
年
２
回
加
入
促

進
記
事
を
掲
載
し
、転
入
者
に
対
し
て

も
窓
口
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
ま
す
。地
域
活
動
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
区
、
自
治
会
運
営
が
持
続
可

能
と
な
る
よ
う
に
行
政
と
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

情
報
発
信
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

市
政
情
報
や
災
害
時
の
情
報

収
集
等
有
効
と
さ
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
市
の
情
報
発

信
ツ
ー
ル
と
し
て
の
有
効

性
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、サ
ー

ビ
ス
の
種
類
や
開
始
時
期
等
は
未
定

で
す
が
、
実
施
に
向
け
調
査
研
究
を

考
え
て
い
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用

救
急
車
の
適
正
利
用
は
。

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件

数
は
増
加
の
一
途
で
あ
り
全

国
に
お
け
る
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
の

50
％
が
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
傷

者
と
い
う
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、
救

急
車
の
到
着
が
遅
れ
る
事
に
よ
り
重

問問問

問

問問問

問問

市
長

市
長

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

長
育
教

長
部
民
市

問市
長

誠
和
会
　
小
髙
　
良
則

住
み
良
い
街
づ
く
り
を

�

求
め
ま
す
！　

代表
質問



45 市議会だより｜平成30年（2018年）11月15日

一 般 質 問

況
が
市
民
税
減
免
要
綱
及
び
固
定
資
産

税
減
免
事
務
取
扱
要
綱
の
規
定
に
該
当

す
る
場
合
は
、
市
税
を
減
免
し
ま
す
。

国
保
税
の
収
納
率
も
非
常
に

低
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
国

保
税
の
減
免
要
綱
に
「
恒
常
的
低
所

得
者
」
を
明
記
す
る
よ
う
求
め
る
が
。

生
活
保
護
基
準
に

基
づ
く
減
免
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
近
隣
の
状

況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
減
免
施
策
の
あ

り
方
を
検
討
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

も
、要
綱
に
就
学
援
助
利
用
世
帯
、

ま
た
、
そ
れ
に
準
ず
る
生
活
困
窮
者
を

明
記
す
る
よ
う
求
め
る
が
。生

活
保
護
基

準
に
基
づ
く
減

免
に
つ
い
て
は
今
後
、
他
の
自
治
体
の
状

況
な
ど
を
調
査
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
滞
納
に
よ
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の

利
用
料
負
担
が
１
割
で
は
な
く
３
割
負

担
と
な
る
。
低
所
得
の
方
々
を
さ
ら
に

困
窮
さ
せ
な
い
よ
う
早
急
な
検
討
を
求

め
る
が
。

払
い
や
す
い
税
や
保
険
料
に

市
税
や
国
保
税
等
の
収
納
率
が

低
い
中
、
徴
収
強
化
が
実
施
さ
れ
、

市
税
等
の
滞
納
に
よ
る
給
与
や
預
貯
金
、

生
命
保
険
等
の
差
し
押
さ
え
が
全
体
の

約
75
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
本
人

に
10
万
円
だ
け
残
す
給
料
の
差
し
押
さ

え
や
預
貯
金
の
差
し
押
さ
え
は
、
生
活
の

再
建
を
困
難
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
消

費
を
も
冷
え
込
ま
せ
る
。
延
滞
金
が
少

な
い
滞
納
初
期
の
段
階
で
の
支
払
計
画

の
相
談
体
制
の
構
築
を
求
め
る
が
。

日
曜
開
庁
の
実
施

や
夜
間
の
納
税
相
談

窓
口
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
低
所
得

世
帯
に
対
し
、
住
民
税
や
国
保
税
、
介

護
保
険
料
等
の
減
免
制
度
を
実
効
あ
る

も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
。
以
前
の
「
住

民
税
減
免
制
度
要
綱
」
に
は
、
減
免
の

対
象
者
と
し
て
生
活
保
護
の
規
定
す
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
者
に
準
ず
る

者
と
明
記
し
て
あ
り
、
就
学
援
助
制
度

を
利
用
し
て
い
る
世
帯
も
そ
の
対
象
と

な
る
が
、
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

就
学
援
助
利
用
者
の

う
ち
、
生
活
困
窮
の
状

間
を
「
家
族
農
業
の
10
年
」
と
す
る
決

議
を
採
択
し
た
。
家
族
農
業
は
世
界
の

農
業
経
営
の
９
割
を
占
め
、
食
料
の
８

割
を
生
産
し
て
お
り
、
小
規
模
・
家
族

農
業
の
活
性
化
な
く
し
て
、
食
料
の
安

定
供
給
、
貧
困
、
農
村
地
域
の
資
源
管

理
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
が
で
き

な
い
と
国
際
社
会
が
認
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、国
連
の「
家
族
農
業
の
10
年
」

に
向
け
て
本
市
の
取
り
組
み
は
。

本
市
で
は
家
族

経
営
が
中
心
で
あ

り
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
が
で
き
る
よ
う
施
策
を
進
め
て
い
ま

す
。「
家
族
経
営
協
定
の
締
結
」
推
進
、

新
規
就
農
者
支
援
と
し
て
「
農
業
次
世

代
人
材
投
資
事
業
補
助
金
」、
本
市
独

自
で
の
農
業
後
継
者
育
成
支
援
給
付

金
事
業
に
よ
る
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

等
、
担
い
手
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
へ
の

　
　
　
　
ク
ー
ラ
ー
設
置
を

来
年
度
、
全
小
学
校
に
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
予
定
と
な
り
市
民

か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中

学
校
に
は
２
０
２
０
年
度
の
設
置
予

定
で
あ
る
が
、
教
室
の
温
度
が
35
度

に
も
な
る
学
校
も
あ
り
、
来
年
の
設

置
を
求
め
る
が
。中

学
校
の
設
置
計
画

は
１
年
前
倒
し
を
し
て
、

再
来
年
に
実
施
し
ま
す
。

低
所
得
者
へ
の
介
護
保
険

料
の
軽
減
に
つ
い
て
国
の
責

任
で
財
源
措
置
を
含
め
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
う
よ
う
市
長
会
に
お
い
て
も
決

議
し
て
お
り
、
私
も
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。農

業
施
策
の
充
実
で

　
　
　
地
域
経
済
活
性
化
を

欧
米
で
は
、
関
税
等
の
措
置

と
合
わ
せ
て
再
生
産
で
き
る
よ
う

に
農
産
物
の
価
格
補
償
や
所
得
補
償

制
度
を
充
実
し
て
農
業
を
守
っ
て
い

る
。
日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
38
パ
ー
セ
ン
ト
、
６
割
以
上

を
海
外
に
頼
っ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ

の
自
給
率
は
１
３
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
フ

ラ
ン
ス
１
２
７
パ
ー
セ
ン
ト
、
ド
イ
ツ

95
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
と
比
べ
て
も
、
日

本
の
自
給
率
は
異
常
に
低
い
。
国
連
で

は
昨
年
、
日
本
を
含
む
１
０
４
カ
国
が

共
同
提
案
し
２
０
１
９
年
度
か
ら
10
年

問問

問問問

総
務
部
長

総
務
部
長

国
保
年
金
課
長

高
齢
者
福
祉
課
長

市
長

問

問 経
済
環
境
部
長

教
育
次
長

日
本
共
産
党
　
京
増
　
藤
江

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
政
運
営
を

代表
質問
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一 般 質 問

そ
の
結
果
、
農
家
数
に
つ
い
て
は
緩
や

か
に
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
担
い
手
の
育

成
と
し
て
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
と

し
て
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
補

助
金
や
、
農
業
後
継
者
育
成
支
援
給

付
金
の
制
度
を
実
施
し
、
新
規
就
農

者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

基
盤
産
業
及
び
関
連
産
業
を

核
と
し
て
50
年
後
、
１
０
０
年

後
を
見
据
え
た
中
長
期
的
な
目
標
や

計
画
は
。

「
八
街
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
平
成
27
年
12
月
に
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

２
０
６
０
年
ま
で
の
45
年
間
の
長
期

的
な
人
口
推
計
を
行
い
、
各
世
代
の

市
民
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
住
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
２
０
６
０
年
に
４
万
６
千

人
の
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
人
口
を

達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
計
画
と

し
て
、
八
街
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
安
定
し
た

雇
用
を
創
出
す
る
」
を
基
本
目
標
１

基
盤
産
業
の
現
状
と
今
後

本
市
は
明
治
初
期
の
開
墾
以

来
、明
治
、昭
和
の
合
併
を
経
て
、

農
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た

が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
産
業
は
。

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調

査
で
は
、
卸
売
業
・
小
売
業
、

建
設
業
、
製
造
業
、
医
療
・
福
祉
の

４
分
野
の
企
業
が
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
本
市
の
発
展
を

支
え
て
き
た
農
業
は
、
落
花
生
、
ス

イ
カ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
、

多
く
の
野
菜
が
全
国
に
誇
る
産
出
量

を
維
持
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
農
業

に
関
連
し
て
、
加
工
業
や
卸
売
業
、

小
売
業
な
ど
、
農
業
は
他
の
産
業
に

も
波
及
し
て
お
り
、
基
盤
と
な
る
産

業
の
中
で
、
本
市
の
特
徴
を
示
す
農

業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

基
盤
産
業
及
び
付
随
す
る
関

連
産
業
の
経
済
規
模
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
、
本
市
で
行
っ
て
い

る
調
査
は
。

農
林
業
セ
ン
サ

ス
や
、
八
街
市
統

計
書
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ち
ま
た
」
の
理
念
と
共
通
す
る
も
の

で
あ
り
、
取
り
組
む
べ
き
目
標
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
災
害
協
力

に
掲
げ
、
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化
、

新
産
業
の
創
出
、
人
材
育
成
、
雇
用

マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進
、
女
性
の
雇
用

促
進
を
掲
げ
、産
業
力
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
八
街
市

の
農
業
体
験
を
通
じ
て
新
規
就
農
者

を
確
保
す
る
農
業
体
験
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
や
、
全
国
で
も
有
数
の

八
街
産
の
生
姜
を
使
用
し
た
八
街
生

姜
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
の
開
発
、
販

売
へ
の
支
援
な
ど
、
農
業
後
継
者
や

担
い
手
の
確
保
育
成
、
６
次
産
業
化

に
よ
る
高
付
加
価
値
農
業
の
展
開
な

ど
、
農
業
や
農
業
関
連
産
業
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
街
づ
く
り

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
は
、

貧
困
の
な
い
持
続
可
能
な
世
界

を
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と

を
目
指
し
た
世
界
規
模
の
目
標
で
、
２

０
１
５
年
９
月
に
世
界
１
９
３
カ
国
す

べ
て
が
国
連
総
会
に
て
採
択
し
、
２
０

３
０
年
の
目
標
達
成
に
向
け
、
世
界

が
動
き
出
し
ま
し
た
。
日
本
政
府
も

推
進
本
部
を
設
置
し
、
普
及
啓
発
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も

進
む
べ
き
方
向
性
を
明
確
に
示
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
開
発

目
標
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標

の
理
念
や
目
標
は
、
本
市
の

将
来
都
市
像
「
ひ
と
・
ま
ち
・
み
ど

り
が
輝
く
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
や

問

問

問 市
長

市
長

市
長

経
済
環
境
部
長

問

基
盤
産
業
を
核
と
し
た

�

持
続
可
能
な
街
づ
く
り
！　

代表
質問

や
ち
ま
た
21
　
小
澤
　
孝
延
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一 般 質 問

く
の
時
間
と
費
用
が
か
か
る
た
め
、

現
在
の
市
の
財
政
状
況
を
考
え
ま
す

と
、
大
変
厳
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

南
口
の
第
１
か
ら
第
５
駐
輪

場
の
利
用
可
能
台
数
は
３
千
１

３
２
台
。
第
１
駐
輪
場
は
１
千
５
８
９

台
が
利
用
可
能
で
あ
る
が
、
実
際
の

利
用
は
平
成
29
年
度
で
は
４
６
２
台
、

29
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
大
変
無
駄
で

は
な
い
か
。
送
迎
車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
効
率
的
な
運
用
を
求
め
る
が
。

南
口
の
今
後
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
、
検
討
・

研
究
し
た
い
。

ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、
障
が
い
者

専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、

早
急
に
確
保
を
。警

察
、
公
安
委
員
会

と
協
議
し
な
が
ら
、
現

状
の
用
地
で
、

ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
か
再

度
検
討
し
た

い
。

歩
行
者
の
安
全
確
保

ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
朝
夕
の
通

勤
通
学
時
間
帯
は
、
送
迎
車
や

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
混
雑
し
、

歩
行
者
と
車
が
錯
綜
し
て
大
変
危

険
で
あ
る
。
横
断
歩
道
の
設
置
を

求
め
る
が
。昨

年
度
、
横
断
部
分
を

明
確
に
す
る
た
め
、
両
脇
に

白
線
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

白
線
設
置
場
所
に
は
車
が
止

ま
り
、
歩
行
者
の
安
全
は
確
保

さ
れ
て
い
な
い
。
改
善
を
求
め
る
が
。

通
常
の
横
断
歩
道
と

同
様
の
ラ
イ
ン
を
引
く

こ
と
を
、
佐
倉
警
察
署
・
Ｊ
Ｒ
か
ら
承

諾
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後
、
ラ
イ

ン
を
引
く
方
向
で
考
え
た
い
。

ロ
ー
タ
リ
ー
内
は
、
送
迎
車
の

駐
車
で
大
変
混
雑
し
て
い
る
が
、

送
迎
車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
。

現
在
、
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に

お
い
て
は
公
安
委
員
会
と

協
議
の
上
、
全
面
駐
車
禁
止
と
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
新
規
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、
多

つ
い
て
は
、
大
変
弊
害
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
を
早
期

に
導
入
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り

ま
し
た
が
、
財
政
状
況
等
が
あ
る
た

め
、
今
年
度
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

た
川
上
小
学
校
の
状
況
を
見
な
が
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
年
の
猛

暑
を
鑑
み
て
、
１
年
前
倒
し
を
決
断

し
、
９
月
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

複
数
の
団
体
が
２
０
１
９
年

度
に
エ
ア
コ
ン
の
整
備
を
行
う
予

定
と
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。
一
斉
に
エ

ア
コ
ン
整
備
が
進
ん
だ
場
合
、
設
備
、

機
具
等
の
確
保
の
見
通
し
は
。

全
国
的
に
一
斉
に
発

注
に
な
れ
ば
、
そ
の
辺

の
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
早
急
に

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
災
害
対
応
に
つ
い
て

教
育
環
境
の
改
善

子
ど
も
の
健
康
面
、
学
力
向

上
を
目
指
す
う
え
で
、
夏
季
の

エ
ア
コ
ン
は
必
須
、
不
可
欠
と
言
え

ま
す
。
市
は
、
当
初
計
画
を
見
直

し
て
２
０
１
９
年
度
に
小
学
校
８
校

の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
行
う
補
正
予
算

を
９
月
議
会
に
上
程
し
、
さ
ら
に
、

２
０
２
０
年
度
に
中
学
校
４
校
の
整

備
を
進
め
る
と
報
道
発
表
し
、
新
聞

報
道
に
「
八
街
市
エ
ア
コ
ン
整
備
」

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

記
事
を
読
ん
だ
と
き
は
、
素
直
に
う

れ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
計

画
変
更
の
決
断
に
至
っ
た
経
緯
は
。

本
年
の
異
常
な
猛
暑

に
よ
る
児
童
・
生
徒
の

健
康
、
学
習
環
境
を
考
慮
し
て
計
画

の
前
倒
し
を
行
い
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
整
備
事
業
は
総
額

約
17
億
円
が
見
込
ま
れ
教
育
委

員
会
だ
け
で
は
な
く
市
長
の
判
断
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
整

備
に
関
し
て
、
市
長
の
思
い
は
。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環

境
改
善
は
、
以
前
よ
り
思
っ

て
お
り
、
特
に
暑
い
時
期
の
学
習
に

問問問

問 問

市
長

市
長

問問

問

市
長

教
育
次
長

教
育
次
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

日
本
共
産
党
　
丸
山
　
わ
き
子

八
街
駅
南
口
・
ロ
ー
タ
リ
ー
の

�

安
全
対
策
を　

個人
質問

や
ち
ま
た
21
　
林
　
政
男

エ
ア
コ
ン
整
備
の
前
倒
し
を
！

個人
質問
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一 般 質 問

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

た
、煙
草
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を

強
化
す
る「
健
康
増
進
法
」が
成
立
し

ま
し
た
。そ
こ
で
、庁
舎
の
敷
地
内
に

煙
の
も
れ
な
い
喫
煙
ブ
ー
ス
の
設
置

を
希
望
す
る
が
。

今
後
の
方
針
と
し
て
は
、

来
庁
者
の
健
康
に
留
意
す

る
た
め
、
庁
舎
敷
地
内
に
分
煙
器
等

を
設
置
し
た
受
動
喫
煙
防
止
に
配
慮

し
た
喫
煙
所
の
設
置
を
考
え
て
い
ま

す
。

厚
生
労
働
省
の「
受
動
喫
煙

防
止
対
策
助
成
金
」を
活
用
で

き
る
の
か
。

厚
生
労
働
省
の
助
成
制

度
は
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
、
卸
売
業
等
を
営
む
中
小
企
業

が
喫
煙
室
を
設
置
す
る
費
用
及
び
喫

煙
室
以
外
の
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置
に
係
る
費
用
に
対
す
る

助
成
金
制

度
と
な
り

ま
す
。

集
中
浄
化
槽

集
中
浄
化
槽
は
、
市
内
で
何

箇
所
、
何
世
帯
で
使
用
し
て
い

る
の
か
。

昭
和
48
年
度
以
降
に
都

市
計
画
法
の
開
発
行
為
で

許
可
さ
れ
た
住
宅
団
地
に
つ
い
て
は
、

65
箇
所
で
計
画
戸
数
は
４
千
７
３
４

戸
で
す
。集

中
浄
化
槽
は
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
修
繕
等
の
問
題
を

ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
ら
良
い
か
。下

水
道
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

現
在
、
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

の
千
葉
県
全
県
汚
水
適
正
処
理
構
想

の
見
直
し
に
よ
り
、
人
口
減
少
等
の

社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
今
後

10
年
間
程
度
で
効
率
的
か
つ
適
正
な

整
備
が
概
ね
完
了
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
ま
し
た
。
八
街
市
に
お
い
て
は
、

都
市
計
画
決
定
し
た
用
途
地
域
内
の

整
備
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

粉
ミ
ル
ク
と
あ
わ
せ
検
討
し
ま
す
。

本
庁
舎
の
自
動
販
売
機
は
災

害
協
定
を
結
ん
で
い
る
の
か
。

現
在
、
災
害
協
定
は
結

ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
今
年

度
末
の
自
動
販
売
機
の
入
れ
替
え
時

に
は
、
災
害
時
に
無
償
で
飲
み
物
が

提
供
で
き
る
契
約
を
締
結
で
き
る
よ

う
調
整
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
庁
舎
に
災
害
時
に
お
湯
等

の
飲
料
を
提
供
で
き
る
災
害
時

対
応
型
紙
カ
ッ
プ
式
自
動
販
売
機
の

設
置
を
望
む
が
。

災
害
時
に
お
け
る
紙

カ
ッ
プ
式
自
動
販
売
機
は
、

飲
み
物
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
飲
料

水
や
お
湯
の
提
供
も
可
能
な
こ
と
か

ら
、
薬
の
服
用
水
や
粉
ミ
ル
ク
用
の

お
湯
と
し
て
利
用
で
き
る
な
ど
非
常

に
有
効
的
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
末
の
庁
舎
及
び
避
難
所
等
の
自

動
販
売
機
の
入
れ
替
え
時
に
紙
カ
ッ

プ
式
自
動

販
売
機
を

設
置
し
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

防
災

備
蓄
物
資
の
今
後
の
計
画

は
。

八
街
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
指
定
緊
急
避

難
所
及
び
指
定
避
難
所
に
平
成
８
年

度
か
ら
防
災
備
蓄
倉
庫
の
物
資
等
の

整
備
を
進
め
、
市
公
共
施
設
は
完
了

し
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、公
民
館
へ
の

整
備
を
開
始
し
、
今
年
度
は
用
草
公

民
館
等
２
カ
所
に
備
蓄
倉
庫
を
設
置

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

備
蓄
物
資
に
乳
児
用
液
体
ミ

ル
ク
を
望
む
が
。

育
児
の
負
担
軽
減
や
災

害
時
の
備
え
に
な
る
と
期

待
さ
れ
る
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
販

売
が
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
液
体
ミ

ル
ク
は
開
封
後
、
そ
の
ま
ま
飲
ま
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
安
全
な
飲
み

水
や
哺
乳
瓶
の
確
保
が
難
し
い
災
害

時
に
も
役
立
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。日

本
乳
業
協
会
に
よ
る
と
、
市
販
ま
で

１
年
以
上
か
か
る
と
い
う
見
通
し
な

の
で
今
後
の
動
向
を
注
視
し
、
保
管

場
所
及
び
保
存
期
間
等
を
考
慮
し
、

問問問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

問

問問

問

公
明
党
　
新
宅
　
雅
子

集
中
浄
化
槽
と

�

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

個人
質問

公
明
党
　
角
　
麻
子

災
害
時
に
市
民
を
守
る
た
め　

個人
質問
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一 般 質 問

市
有
地
等
で
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
々
が
定
期

的
に
刈
り
入
れ
を
し
て
頂
い
て
い
ま

す
の
で
、協
力
を
得
て
で
き
な
い
か
。

　

市
有
地
の
有
効
活
用

の
観
点
ま
た
は
、
放
置

車
両
の
対
策
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
今
後
、
活
用
策
の
一
つ
と

し
て
考
え
ま
す
。

教
育
セ
ン
タ
ー
の
創
設

教
育
セ
ン
タ
ー
の
充
実
し
た

取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
た

と
き
、
次
年
度
に
向
け
た
教
育
セ
ン

タ
ー
の
計
画
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

幼
児
・
児
童
・
生
徒
の

望
ま
し
い
成
長
の
た
め
さ

ら
な
る
活
動
や
、
学
力
向
上
に
資
す

る
方
策
の
充
実
に
は
、教
育
セ
ン
タ
ー

業
務
の
独
立
し
た
運
営
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的

に
は
学
力
向
上
の
み
な
ら
ず
、
長
欠
・

不
登
校
対
策
等
教
育
指
導
全
般
を
担

う
部
署
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆ 

八
街
市
の
熱
中
症
対
策
や
食
中
毒

防
止
に
つ
い
て

盛
大
な
落
花
生
ま
つ
り

け
や
き
の
森
公
園
で
落
花
生
ま

つ
り
を
盛
大
に
開
催
し
て
み
て
は
。

落
花
生
ま
つ
り

は
盛
大
に
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
北
口

市
有
地
は
利
便
性
等
を
考
慮
し
、
会

場
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
ま
つ
り

の
規
模
が

大
き
く
な
っ

た
場
合
に

は
、
違
う
会

場
で
の
開

催
も
検
討

し
た
い
。

ヒ
マ
ワ
リ
畑
の
充
実

市
の
花「
ヒ
マ
ワ
リ
」の
促
進

の
た
め
に
、
休
耕
畑
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

　

所
有
者
以
外
の
方
が
作

付
け
す
る
場
合
は
、農
地
法

上
の
制
約
が
あ
る
こ
と
や
、
ヒ
マ
ワ

リ
を
緑
地
と
し
て
作
付
け
し
て
い
る

方
の
お
話
で
は
後
処
理
に
手
間
が
か

か
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

の
課
題
と
し
て
調
査
研
究
し
ま
す
。

利
用
状
況
は
５
名
の
方
が
申
請
し
て

い
ま
す
。

外
国
人
労
働
力

市
内
在
住
外
国
人
労
働
者
の

現
状
の
把
握
と
市
内
在
住
外
国

人
労
働
力
を
市
内
活
性
化
に
結
び
付

け
る
有
効
策
は
。

外
国
人
住
民
は
平
成
30

年
８
月
現
在
で
２
千
１
７

８
人
で
す
。
本
年
６
月
15
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
で
は
、
新
た
な
外
国
人

材
の
受
け
入
れ
を
盛
り
込
み
、
一
定

の
専
門
性
・
技
術
を
有
し
、
即
戦
力

と
な
る
外
国
人
材
を
幅
広
く
受
け
入

れ
る
た
め
、
就
労
を
目
的
と
し
た
新

た
な
在
留
資
格
を
創
設
を
す
る
方
向

性
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
、

調
査
・
研
究
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

財
政
問
題

市
税
等
の
徴
収
の
現
状
と
徴

収
強
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

平
成
29
年
度
市
税
徴
収
率

は
、
現
年
課
税
分
97
・１
パ
ー

セ
ン
ト
、国
民
健
康
保
険
税
は
、現
年
課

税
分
85
・９
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
内
の
順
位
は
市
税
で
は
現
年
課

税
分
が
５
年
連
続
、
合
計
で
は
４
年
連

続
、
国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
平
成
28

年
度
の
現
年
課
税
分
で
最
下
位
で
す
。一

刻
も
早
い
千
葉
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
位
か

ら
の
脱
却
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
問
題

市
内
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
被
害
状
況
の
現
状

と
対
策
は
。

平
成
29
年
度
は
カ
ラ
ス
、

タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア

ラ
イ
グ
マ
の
被
害
に
よ
り
、
被
害
額

は
２
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
者
の「
免
税
軽
油
制
度
」

の
利
用
状
況
は
。

　

農
業
者
の
免

税
軽
油
制
度
の

問

問問

市
長

問

長
育
教

問問問

問

市
長

市
長

市
長 「免税軽油制度」とは？

　軽油取引税は、軽油
を購入する際に課され
る（１リットルあたり
32.1円）県税です。
　農業者が農業を営
む際、機械に使用する
軽油が免税されます。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

経
済
環
境
部
長

▲�北口市有地で開催された
　やちまた落花生まつり

建
設
部
長

誠
和
会
　
林
　
修
三

子
ど
も
も
高
齢
者
も

　
　
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

個人
質問

誠
和
会
　
石
井
　
孝
昭
　

市
税
等
徴
収
率
ワ
ー
ス
ト
１
位

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
脱
却
へ

個人
質問
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一 般 質 問

熱
中
症
対
策

東
小
学
校
保
健
室
に
輻
射
式

空
調
機
が
設
置
さ
れ
好
評
だ

が
、
こ
の
新
型
空
調
機
の
推
進
は
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、設

置
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
検
討
し
ま
す
。

ゲ
ー
ム
依
存
症

新
た
に
精
神
疾
患
に
認
定
さ

れ
る
ゲ
ー
ム
依
存
症
、
八
街
市

の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
対
策
は
。

現
時
点
で
は
大
き
な

障
害
の
報
告
は
あ
り
ま

せ
ん
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
所
持
率

や
ゲ
ー
ム
時
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
対
策
し
て
い
き
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
教
育
の
八
街
市
で
の
実

施
は
。

中
央
中
学
校
区
で
ア
ジ

ア
大
会
空
手
金
メ
ダ
ル
の

八
街
市
出
身
植
草
歩
選
手
の
講
演
。

東
小
学
校
で
富
士
通
陸
上
部
の
塚
原

直
貴
選
手
の
陸
上
競
技
教
室
。
二
州

小
学
校
で
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自

転
車
競
技
金
メ
ダ
ル
の
石
井
雅
史
選

手
の
交
通
安
全
教
室
。
南
中
学
校
区

で
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
走
り

幅
跳
び
６
位
の
渡
邉
紫
帆
選
手
の
講

演
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

罪
抑
止
の
た
め
、
交
差
点
や
公
園
な

ど
に
積
極
的
な
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備

を
望
む
が
。防

犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
か
ら
街
頭
犯

罪
抑
止
、
犯
罪
発
生
時
の
警
察
へ
の
情

報
提
供
を
目
的
に
、
現
在
８
台
の
街

頭
防
犯
カ
メ
ラ
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
施
設
管
理
を
目
的
と
し
て
、

八
街
駅
自
由
通
路
に
12
台
、
自
転
車

駐
輪
場
に
29
台
、
市
内
公
園
に
６
台

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
最
も
利
用
頻
度
の
高
い

八
街
十
字
路
に
設
置
し
て
い
る
街
頭

防
犯
カ
メ
ラ
を
よ
り
高
性
能
の
機
器

に
更
新
。
整
備
中
の
榎
戸
駅
に
４
台
の

設
置
を
予
定
し
、
犯
罪
の
起
こ
り
に
く

い
街
づ
く
り
の
た
め
に
街
頭
防
犯
カ
メ

ラ
の
増
設
を
推
進
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
若
い
か
ら
こ
そ
健
康
に

◆
子
育
て
し
や
す
い
街
に

◆
市
民
に
寄
り
添
っ
た
滞
納
整
理

安
心
し
て
歩
け
る
街
づ
く
り

子
供
達
の
安
心
安
全
を
確
保

す
る
に
は
、
通
学
路
の
歩
道
の

整
備
が
一
番
。
計
画
的
な
歩
道
の
整

備
を
望
む
が
。現

在
、
笹
引
学
区
の
東

吉
田
ラ
ン
ド
ロ
ー
ム
前
の

向
台
交
差
点
周
辺
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
前
の
交
差
点
を
結
ぶ
市
道
２

１
０
号
線
を
継
続
的
に
整
備
し
、
千

葉
黎
明
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近

の
市
道
一
区
50
号
線
も
道
路
拡
幅
に

あ
わ
せ
て
歩
道
整
備
を
進
め
ま
す
。

千
葉
県
の
事
業
と
し
て
、
国
道
１
２

６
号
か
ら
二
州
小
学
校
前
の
県
道
東

金
山
田
台
線
、
五
区
交
差
点
付
近
か

ら
夕
日
丘
区
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
付
近

ま
で
の
県
道
神
門
八
街
線
に
お
い
て
、

両
側
歩
道
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備

犯
罪
の
前
兆
と
見
ら
れ
る

「
子
ど
も
へ
の
声
か
け
」
の
発

生
場
所
は
、
１
位
が
道
路
上
で
約
75

パ
ー
セ
ン
ト
、
２
位
が
公
園
で
約
15

パ
ー
セ
ン
ト
と
、
道
路
・
公
園
で
90

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
犯

問

問 問

問問

市
長

市
長

長
育
教

教
育
次
長

教
育
次
長

▲�室内空気の対流が発生しない輻射
式の空調設備

誠
和
会
　
山
田
　
雅
士

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

�

教
育
の
推
進
を
！

個人
質問

　
山
口
　
孝
弘

安
心
安
全
の
た
め
に
歩
道
整
備
、

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
増
設
を
！

個人
質問
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一般質問／議案の内容

で
し
た
。
市
長
は
過
去
、
私
の
質
問

に
対
し
、
電
気
代
・
水
道
代
等
年
間

15
万
円
ほ
ど
の
維
持
費
が
必
要
で
再

稼
働
は
困
難
だ
。
と
答
弁
し
て
い
る

が
、
噴
水
の
直
径
は
５
メ
ー
ト
ル
、

噴
水
を
稼
働
す
れ
ば
水
が
風
に
よ
っ

て
噴
水
施
設
外
に
飛
び
散
り
、
稼
働

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
明
ら
か

に
欠
陥
噴
水
で
す
。
市
民
の
税
金
で

造
っ
た
施
設
で
す
か
ら
有
効
活
用
し

て
い
く
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
。

担
当
課
の
考
え
は
。

市
長
答
弁
の
よ
う
に

再
稼
働
は
難
し
い
も

の
と
考
え
ま
す
。

当
時
、
計
画
立
案
に
あ
た
っ

た
担
当
者
は
部
課
長
級
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
部
下
で
あ
る
若
い
職

員
が
見
直
し
を
行
う
こ
と
は
困
難
で

す
。
見
直
し
が
で
き
る
の
は
市
民
か

ら
選
ば
れ
た
市
長
や
私
た
ち
議
員

で
あ
り
、
市
長
の
決
断
と
責
任
は
重

い
。
こ
の
噴
水
を
将
来
ど
う
す
る
の

か
。

噴
水
以
外
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
維
持
管
理
、
安
全
性

の
確
保
を
考
え
る
と
、
非
常
に
難
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

八
街
駅
北
側
の
噴
水

八
街
駅
北
側
の
噴
水
、
命
に

か
か
わ
る
猛
暑
の
中
、
一
度
も

稼
働
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
理
由

は
。

森
の
い
ず
み
公
園
の
噴

水
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
後
稼
働

を
停
止
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ

ろ
再
稼
働
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。私

が
議
員
に
な
る
前
、
市
は

市
民
団
体
等
に
対
し
、「
駅
北

側
の
再
開
発
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
噴

水
を
造
り
た
い
。」
と
し
て
３
つ
の
案

を
提
案
さ
れ
た
。
４
日
間
、
市
内
各

所
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

圧
倒
的
に
Ｃ
案
で
、
市
民
の
声
を
生

か
し
た
ま

ち
づ
く
り

を
行
う

よ
う
に
提

言
し
ま
し

た
が
、
出

来
上
が
っ

た
の
は
平

凡
な
Ａ
案

◆�

八
街
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正

・ 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
等

の
改
正
に
伴
い
、
個
人
情
報
の
定
義

な
ど
の
改
正
。

◆�

八
街
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

・ 

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指
定
権
限

が
県
か
ら
市
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、県
で
定
め
て
い
た
基
準
を
市
で

定
め
る
条
例
を
制
定
。

◆�

一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
費
の
増
額
を
計
上
。

　
（
１
千
７
０
万
円
）

○ 

イ
ベ
ン
ト
等
開
催
時
に
配
付
す
る
試

食
用
落
花
生
の
購
入
費
を
計
上
。

　
（
１
０
０
万
円
）

○ 

小
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

整
備
す
る
た
め
の
設
計
業
務
を
計
上
。

　
（
３
千
４
４
６
万
２
千
円
）

◆�

国
の
補
助
金
対
象
で
あ
る
交
通
政

策
基
本
法
に
基
づ
い
て
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
早
期
実
現
を
求
め
る
請
願

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

・
鈴
木　

慶
夫
氏　
（
砂
）

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
再
任

・
山
田　

良
子
氏　
（
八
街
ほ
）

　
条
　
例

◆
八
街
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ

の
作
成
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・ 

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

市
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の

作
成
を
公
費
負
担
と
す
る
改
正
。

◆
八
街
市
公
文
書
公
開
条
例
の
一
部

改
正

・ 

八
街
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正

に
伴
い
、整
合
性
を
図
る
た
め
、公
文

書
の
定
義
な
ど
の
改
正
。

9月定例会
提出議案の主な内容

平成 30年９月定例会は、８月31
日に開会され、議案 16 件、請願１
件が提出され審議されました。（紙
面の都合上、議案の内容の一部を
掲載しています。）

市
長

市
長

問問

問

　
人
　
事

　
条
　
例

　
予
　
算

　
請
　
願

建
設
部
長

　
桜
田
　
秀
雄

八
街
駅
前
の
噴
水
は
欠
陥
噴
水

�

今
後
の
対
応
策
は
・
・
・　

個人
質問
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委 員 会

委員会で
の審査
　紙面の都合
上、質疑等の一
部を掲載します。

◆�

公
文
書
公
開
条
例
の
一
部
改
正

公
文
書
の
存
否
に
関
す
る
情
報

に
つ
い
て
、
存
否
応
答
拒
否
の
例

外
措
置
を
設
け
て
い
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
様
な
対
応
に
な
る
の
か
。

公
開
請
求
に
対
し
て
、
非
公
開

と
決
定
し
た
場
合
、
文
書
が
存
在

す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
に
当
た
る
こ
と
が
考
え

◆�

一
般
会
計
補
正
予
算

商
工
業
振
興
費
の
１
０
０
万
円

増
額
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
詳
細
は
。

寄
付
さ
れ
た
方
が
八
街
産
の

落
花
生
が
非
常
に
お
い
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、「
千
葉
半
立
」
と
「
Ｑ
な
っ
つ
」

の
試
食
用
小
袋
を
５
０
０
０
袋
作
成

し
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
無
料
配
付
す

る
予
定
で
す
。

道
路
新
設
改
良
費
の
市
道
整

備
検
討
業
務
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
内
容
は
。

◆�

一
般
会
計
補
正
予
算

小
学
校
空
調
整
備
事
業
費
の
設

計
支
援
業
務
に
つ
い
て
は
、
１
年

前
倒
し
に
よ
り
必
要
と
な
っ
た
の
か
。

今
年
の
猛
暑
に
よ
り
急
遽
、
計

画
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在

の
設
計
担
当
だ
け
で
は
８
校
分
の
設
計
を

行
う
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
て
、
他
の
自

治
体
で
も
実
績
の
あ
る
公
益
財
団
法
人

の
技
術
者
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

が
ん
検
診
業
務
は
、
今
ま
で
の

受
診
率
よ
り
も
多
く
計
画
し
て
い

る
の
か
。

平成 29 年度の各会計決算の審査を全議員（議
長、本決算を審査した監査委員を除く）を委員と
して、委員長に小菅耕二委員、副委員長に川上雄
次委員が選出され、９月 26 日から10 月２日の４日
間に渡り、慎重に審査が行われました。

これから抱える多くの課題に向けて、市民に信頼
される議会、円滑な議会の運営に努めて、より市
民に開かれた議会運営を推進していきます。

決算の状況は 12、13 ページに掲載しています。

ら
れ
る
た
め
、
条
例
に
加
え
る
。

◆
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

開
示
請
求
に
係
る
個
人
情
報

の
存
在
を
応
え
る
だ
け
で
非
開

示
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
と
な
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
様
な
も
の
か
。

犯
罪
捜
査
に
関
す
る
情
報
、
褒

賞
関
係
の
選
考
状
況
に
関
す
る
情

報
、
違
反
行
為
に
対
す
る
抜
き
打
ち

検
査
に
関
す
る
情
報
等
、
個
人
情
報

の
存
在
を
応
え
る
だ
け
で
、
非
開
示

情
報
を
開
示
し
た
こ
と
と
同
じ
に
な

る
た
め
、
当
該
個
人
情
報
の
存
否
は

明
ら
か
に
せ
ず
に
、
開
示
請
求
を
拒

否
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

交
付
金
な
ど
の
整
備
計
画
策
定
に

あ
た
り
、
市
内
の
主
要
交
差
点
、
約

80
箇
所
の
交
通
量
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

交
通
量
調
査
の
結
果
は
ど
の
様

な
も
の
に
使
用
す
る
の
か
。

道
路
整
備
実
施
時
の
舗
装
構
成
が

交
通
量
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、
検
討

資
料
と
し
ま
す
。

道
路
境
界
確
定
費
は
具
体
的
に

ど
こ
を
実
施
す
る
の
か
。

沖
29
号
線
、
県
道
岩
富
線
の
道
路

排
水
の
冠
水
箇
所
解
消
の
た
め
、
夕
日

丘
１
号
線
は
市
道
の
拡
幅
に
よ
る
用
地
測
量

の
た
め
、
市
道
１
０
６
号
線
は
舗
装
改
良
工

事
の
た
め
道
路
境
界
を
確
定
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
受
診
率
に
若
干
の
上

乗
せ
を
行
い
、
平
成
31
年
度
に
つ

い
て
は
、
65
歳
の
方
へ
の
個
別
に
受
診

勧
奨
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
さ
ら
に

上
乗
せ
し
て
い
ま
す
。

◆�

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
の
制
定

一
定
回
数
以
上
の
訪
問
介
護
を

届
け
出
さ
せ
る
理
由
は
。

利
用
者
の
自
立
支
援
、
重
症
化

防
止
、
地
域
資
源
の
有
効
活
用
等

の
観
点
か
ら
、
通
常
の
利
用
状
況
か
ら

か
け
離
れ
た
利
用
回
数
の
訪
問
介
護
の

必
要
な
理
由
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
記
載
し

届
け
出
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

文
教
福
祉

経
済
建
設

問問問 答答

問

問

問

問

問問 答

答

答答

答 答答

議員17 名による
決算審査特別委員会を設置

総

　
　務
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平成29年度各会計決算が認定されました　

平成２9年度一般会計決算

※歳入歳出差引額9億2千200万円は、翌年度への繰越しや、
　基金に積み立てました。

市債
15億7千300万円
　（7.4％）

国・県支出金
51億1千 600万円
（24.2％）

使用料及び手数料
2億8千900万円
（1.4％）

分担金及び負担金
1億9千600万円
（0.9％）

地方交付税
36億9千 600万円
（17.4％）

公債費
〔借りているお金の
　返済〕
19億4千100万円
（9.6％）

教育費
〔学校教育の充実などに〕
18億2千300万円
（9.0％）

　　衛生費
　〔市民の健康維持
　やごみ処理などに〕
20億1千万円
（9.9％）

議会費
2億500万円
（1.0％）

総務費
〔市役所の運営など〕
19億4千700万円
（9.6％）

民生費
〔福祉の充実などに〕
87億7千900万円
（43.4％）

土木費
〔道路、橋、河川
の整備などに〕
18億900万円
（8.9％）

農林水産業費
〔農業の振興などに〕
3億2千 900万円
（1.6％）

商工費
〔商業の振興などに〕
1億2千500万円
（0.6％）

消防費
〔消防防災などに〕
12億8千700万円
（6.4％）

211 億7千700万円

202億5千500万円

地方譲与税
1億9千100万円
（0.9％）

地方消費税交付金
10億9千400万円
（5.2％）

市税
74億8千900万円
（35.4％）

諸収入
6億1千100万円
（2.9％）

その他
2億8千200万円
（1.3％）

繰越金
3億6千800万円
（1.7％）
繰入金
2億7千200万円
（1.3％）

本決算は、9月26日～10月2日に決算審査特別委員会で審査が行なわれ、
9月定例会最終日（10月4日）に委員長報告終了後、認定されました。

歳　入

歳　出
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平成 29年度一般会計決算、討論！　 ）約一部要（ 

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

反対討論 賛成討論 歳入では、住民サービスを充
実させるため、自主財源をいか
に確保するのかが重要であり、

自主財源の中でも、その大部分を占める市税をいかに
確保できるのかが、非常に重要です。本市の市税徴収
率は、前年より2.2ポイント増の84.4%、収入額は
2.6%、 1億8千937万9千47円の増となり、歳入の根
幹である税収が確保されていることは、努力の成果が
表れています。近年の市税の増収と基金残高の増加
により、事業の財源が確保され、さらには災害等の不
測の事態にも、対応することができると感じます。

歳出では、高齢者外出支援タクシー利用の助成制
度により、高齢者が運転する車による事故が無くな
ることが期待でき、さらには高齢者の交通利便性の
向上、地域の活性化にもつながります。川上小学校
の空調設置設計業務は、熱中症を予防することはも
ちろんのこと、子どもたちが学校生活を生き生きと
過ごしていくために、空調を設置する工事が行われ、
さらに、市内全小中学校に空調を前倒しで設置する
という決断がされました。

こうしたさまざまな事業により、子どもから高齢
者まで、住みよい八街とする予算の執行内容につい
て、高く評価します。今後も、住民が望んでいる事業
への無駄のない予算執行を期待して、一般会計決算
に賛成するものです。

平成29年度の本市の事業は、
市ホームページのリニューアル、
広報やちまたの電子配信、南部

包括支援センター開設、病後児保育事業、小中学校就
学援助の入学前支給、小学校空調整備など新たな事業
への取り組みは評価するものですが、滞納者は市営住
宅に入居できない制裁措置、75歳以上の後期高齢者医
療制度の保険料軽減措置の縮減への対応もありませ
ん。市民に寄り添うどころか、平成29年度も税の徴収
強化をすすめ、差押え件数は過去最高の789件、預金・
給与・生命保険が9割を占めています。生活困窮や経営
難となり納期内納税ができなくなった滞納者に対し
て、滞納整理の最後の手段である財産差押えで迫る収
納行政は改善し、自主納付できるよう丁寧な生活再建
を支援すべきです。

また、昨年10月から始まった高齢者外出支援タク
シー制度は、利用者を限定しており、誰もが利用する
ことができません。実施から1年を経過しないうちに制
度の矛盾が噴き出し、経費も3.3倍に膨れあがっていま
す。市民の暮らしの足を守るためには、交通政策基本
法「国民の自立した日常生活の確保を図る」とした基本
理念を明確に位置づけ、国の補助金を活用して誰もが
安心して暮らしていくためのデマンド乗合タクシーの
一日も早い実現が急がれます。

以上のことから一般会計決算に反対するものです。

区　分 平成29年度 平成28年度 平成27年度
財政力指数 0.651 0.642 0.635
実質収支比率 6.4％ 6.8％ 7.4％
経常収支比率 93.0％ 92.8％ 90.3％
公債費負担比率 13.5％ 14.8％ 14.8％

■財政力指数

■実質収支比率

■経常収支比率

■公債費負担比率

３年間の平均値で表す。１に近いほど財政力が強い。
１を超えるほど余裕財源を持っていることになる。

実質収支額の水準を判断するもの。３～５％が望まし
いとされる。

財政構造の弾力性を示す指標として用いられ、この比
率が高いほど経常一般財源に余裕がなくなると考えら
れ、通常は、75％～ 80％未満が標準とされている。

財政の硬直性の高まりを示す指標。地方債の元利償還金に
使われた一般財源の、一般財源総額に対する割合。一般的
には 15％が警戒ライン 20％が危険ラインとされている。

財政
指標

区　分 歳入決算額 歳出決算額
一般会計 211億7千700万円 202億5千500万円
国民健康
保　険 103億9千500万円 103億6千600万円

後期高齢者
医　療 5億5千200万円 5億4千800万円

介護保険 45億7千500万円 44億8千200万円

下水道事業 7億8千 万円 7億2千 万円

平成 29年度一般会計・特別会計決算

平成 29年度水道事業会計決算
区　分 決算額

水 道 事 業 収 益 11億2千 万円
水 道 事 業 費 用 9億9千700万円
資 本 的 収 入 5千400万円
資 本 的 支 出 3億 600万円
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議案と結果／研修報告

議
案
番
号
等

件名 結果

各議員の賛否
議
長 誠和会 公明党 やちまた21 日　本

共産党
会派に所属
しない議員

木
村
利
晴

小
髙
良
則

林

修

三

石
井
孝
昭

小
山
栄
治

小
菅
耕
二

鈴
木
広
美

山
田
雅
士

新
宅
雅
子

川
上
雄
次

服
部
雅
恵

角

麻

子

加

藤

弘

林

政

男

小
澤
孝
延

丸
山
わ
き
子

京
増
藤
江

山
口
孝
弘

桜
田
秀
雄

市　長　提　出　議　案
議 1 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 2 教育委員会委員の任命について 同意 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 3 八街市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 4 八街市公文書公開条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 5 八街市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 6 平成３０年度八街市一般会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 7 平成３０年度八街市介護保険特別会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 8 平成３０年度八街市下水道事業特別会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 9 平成３０年度八街市水道事業会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 10 平成２９年度八街市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ 欠

議 11 平成２９年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ 欠

議 12 平成２９年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ 欠

議 13 平成２９年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ 欠

議 14 平成２９年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 15 平成２９年度八街市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
原案可決
及び認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 16 八街市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ 欠

請　　　　　　　　　願
請
30-1

国の補助金対象である交通政策基本法に基づいて乗合タクシーの早期
実現を求める請願 継続審査 ― ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ 欠

議案番号等欄　　議・・議案　　請・・請願
※木村利晴議長は採決に加わりません。
各議員の賛否欄　　○‥賛成　　╳‥反対　　欠‥欠席

平成30年９月定例会議案等賛否一覧

北総地区市議会議員研修会に参加
10 月 10日に北総管内11市の議員研
修会が成田市で開催され八街市議会から
14名の議員が参加しました。
講師には、日経ビジネスオンライン、マ

イナビニュースなどで地域活性化・観光
をテーマとしたコラムやレポートを連載
し、各方面から高い評価を受けています�
水津陽子先生をお招きして「地方創生戦
略に求められる視点とその進め方」をテー
マに講演いただきました。
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対 談 ／ 紹 介

学校給食センターでは、児童・生徒の心身の健全な発達のため、季節感のあるバランスのとれた
栄養豊かな給食を作ることを心がけ、施設や設備等を適切に維持管理して、安全で安心な学校給食
の提供を行っています。
また、食育を通じて健康的な生活習慣の向上を図るため、栄養士が各学校で食に関する指導を
行っています。
給食事業の歳出額は約５億５千万円、歳入額は約２億８千万円になり、歳入額のほとんどは給食
を食べている児童・生徒の保護者の方にご負担いただいている給食費です。現在の給食費の月額は
小学生が4,430円（１食あたり256円）、中学生が5,060円（１食あたり293円）となっています。
食材料費にあたる額のみを学校給食費としてご負担いただいており、歳入と歳出の差引分、
２億７千万円は給食施設の維持管理などにかかる費用で八街市が負担しています。
給食は、保護者の方だけではなく、多くの市民の支えがあって成り立っています。今後も安全で
安心な美味しい給食が提供できるよう努力していきます。�（記事協力：和田学校給食センター所長）

Ｑ：「Ｑなっつ」の名前は、どのようにつけたの？

Ａ：�愛称公募により、応募件数6,330件から選考され、「Ｑ
なっつ」の「Ｑ」は、アルファベットの並び順で「Ｐ」
の次が「Ｑ」なので、これまでのピーナッツを超える
味という意味がこめられています。

Ｑ：�「Ｑなっつ」はどこで買えるの？

Ａ：�10月中旬から落花生専門店や農産物直売所で販売され
ます。

Ｑ：「Ｑなっつ」の特徴は？

Ａ：�栽培時には、一株の収穫量が多く、病気に強く、出芽率
が高い品種です、味は、はっきりした甘みがあり、あっさ
りした食べやすい品種です。

（取材協力：柿沼商工観光課長）（左）

落花生新品種の「Ｑなっつ」とは？
商工観光課に聞いてみました。

八街市学校給食センターを紹介します。

▲�生鮮野菜などは三槽のシンクで三回以上、
念入りに水洗いをします。

▲�加熱するものは必ず温度の計測をし、しっ
かり火が通っているか確認をします。

▲�平成30年10月12日（金）　ごはん、牛乳、
あじピリから焼、みそ汁、ぶた丼の具
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お 知 ら せ

編 集 後 記

編 集 後 記

7月から9月の週末に、「やちまた若者サミット」メンバー
の「ちばの豊かな食のシーンを盛り上げ、まちのPRの場とし
て育てたい」という想いから、約10種類の県内クラフトビー
ルと地元特産の落花生やスイカを使った旬のおつまみを提供
するビアガーデンが開催されました。また、畑への送迎バス
を用意し野菜の収穫体験を楽しめるしくみも行われました。
八街市は県の中央に位置し、近隣市町村からのアクセスが
便利で、出店者は県内各地約30店舗、入場者は都心近郊か
ら約1800名が集まり、さらに今後も食を通じた活動を継続
し、来年の開催も予定しています。
� 記事協力：ちばクラフトビアガーデン実行委員会

八街駅前北口市有地を活用した
「ちばクラフト青空ビアガーデン」を開催

今年の夏、梅雨明けからの連日の猛暑！「外出危険」の言
葉を何度耳にしたことか！？
本当に暑くて辛かった！
これに追い討ちをかけるように「平成３０年７月豪雨」「台
風２１号」「北海道胆振東部地震など大規模な自然災害が日
本列島を駆け抜け、多くの尊い命が失われました。
謹んで哀悼の意を表するとともに、被災をされた皆様方

の一日も早い復旧・復興をお祈りいたします。
市議会においても、市民の安全・安心を最優先するよう、

防災や減災、非常災害時の対応などが議論されています。
災害時の重要なポイント「自分の身が安全であるか」で

す。非常時の備えは平時にしか出来ないことを念頭に、ど
んな備えをどれ位するのか？
また、避難場所や非常時の行動確認を行ってみてはいか
がでしょうか。
� （編集委員　小澤孝延）

次回12月定例会日程（予定）
日 月 火 水 木 金 土

12/9 10 11 12
本会議
定例会開会

13
本会議
一般質問

14
本会議
一般質問

15

16 17
本会議
一般質問

18
本会議
議案質疑

19
委員会
総務

20
委員会
文教福祉

21
委員会
経済建設

22

23 24 25 26 27
本会議
定例会閉会

28 29

○会議開会予定時刻○
•本会議・委員会…午前10時（変更になる場合があります）


